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告
会
を
開
催
。
海
外
拠
点
　
が
高
ま
っ
て
い
る
。
来
年

を
含
む
７
職
場
が
、
入
出
　
６
月
に
は
Ｇ
２０

（主
要
”

庫
作
業
の
ミ
ス
撲
滅
や
輸

送
車
両
の
搬
入
工
程
見
直

し
な
ど
活
動
を
報
告
し

た
。
今
回
は
優
秀
賞
３
拠

点
と
奨
励
賞
４
拠
点
の
結

果
が
僅
差
。
「愚
直
に
粘

り
強
く
や
り
続
け
る
姿
勢

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

（熊
田
　
安
那
）

力
国

。
地
域
）
大
阪
サ
ミ

ッ
ト
、
Ｉ
Ｒ

（統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
施
設
）
誘
致
と
大

型
イ
ベ
ン
ト
が
め
じ
ろ
押

し
。
「
大
阪
の
み
な
ら
ず

関
西
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た

ら
し
、
景
気
に
良
い
影
響

を
与
え
る
」（遠
藤
　
仁
志
）

レ
ン
タ
ル
収
納
ス
ペ
ー
ス

推
進
協
議
会

（＝
Ｒ
Ｓ
Ａ
、

代
表
理
事

。
多
田
充
伸
押
入

れ
産
業
専
務
）
は
、
屋
外
型

の
レ
ン
タ
ル
収
納
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
、
利
用
顧
客
や
周

辺
住
民
に
と

っ
て
安
心

・
安

全
な
施
設
運
営

ｏ
管
理
に
向

け
た
ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

Ｒ
Ｓ
Ａ
は
今
年
度
、
安
心

・
安
全
で
環
境
に
も
配
慮
し

た
屋
外
型
収
納
施
設
の
設
営

基
準
策
定
に
向
け
、
コ
ン
テ

ナ
、
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
、
物

置
と
い
っ
た
屋
外
型
拠
点
を

運
営
す
る
会
員
企
業
１１
社
で

構
成
す
る

「屋
外
型
セ
ル
フ

ス
ト
レ
ー
ジ
分
科
会
」
を
発

足
。
７
月
の
初
会
合
で
委
員

を
選
出
し
、
石
本
武
理
事

（
ス
ト
レ
ー
ジ
王
取
締
役
）

を
委
員
長
と
す
る
委
員
会
活

動
を
開
始
し
た
。

近
年
、
国
内
の
収
納
ビ
ジ

ネ
ス
市
場
で
は
、
拠
点
数
ベ

ー
ス
で
屋
内
型
と
屋
外
型
の
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ま
れ
ら
れ
な
い
強
さ
を

い
し
い
と
こ
ろ
だ
け
持

っ
て
い
か

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
危
機
感

を
募
ら
せ
る
。
３
Ｐ
Ｌ
を
は
じ
め

荷
主
か
ら
丸
む
と
物
流
を
請
け
負

い
、
プ
ロ
の
視
点
か
ら
改
善
し
仕

組
み
を
つ
く
る
よ
う
な
業
務
は
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の

「Ｉ
Ｔ
活

用
に
た
け
た
企
業
に
取

っ
て
代
わ

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
」
（先
述
の

ト
ッ
プ
）
。

で
は
、
物
流
な
ら
で
は
の
強

み
、
存
在
意
義
と
は
何
か
。
ま
ず

分
か
り
や
す
い
の
が
災
害
時
。
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
加
え
、
佐

川
急
便
、
西
濃
運
輸
、
日
本
通

運
、
福
山
通
運
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の

５
社
は
指
定
公
共
機
関
と
し
て
支

援
物
資
輸
送
に
活
躍
す
る
。
今
回

の
北
海
道
や
関
西
の
よ
う
に
、
被

災
地
で
は
停
電
や
道
路
不
通
な
ど

普
段
は
想
像
も
つ
か
な
い
状
況
に

陥
る
。
確
か
な
運
転
技
術
を
持

ち
、
道
に
明
る
く
、
普
段
か
ら
荷

物
を
運
び
慣
れ
た
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
の
力
が
必
要
だ
。
先
の
西
日
本

豪
雨
で
話
題
に
な

っ
た
荷
主
の

「自
家
物
流
」
も
、
結
局
、
担
い

手
は
専
業
の
物
流
企
業
だ
。

畿
物
流
で
夢
を
描
く
た
め
に

自
動
化

・
Ｉ
Ｔ
化
を
突
き
詰
め

る
と
、
物
流
を
誰
で
も
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
働

く
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
物
流
な

ら
で
は
の
強
み
が
消
え

「夢
が
描

け
な
い
」
（食
品
の
物
流
子
会
社
幹

部
）
の
か
。

今
後
は
長
距
離
輸
送
を
、
■
社

で
維
持
し
て
い
く
の
は
難
し
い
。

「共
同
運
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ

ろ
う
」
（
複
数
の
ト
ッ
プ
）
。
各
社

の
差
を
つ
け
る
の
は
、
集
配
な
ど

・顧
客
と
直
接
関
わ
る
部
分
、
つ
ま

リ
ド
ラ
イ
バ
ー
そ
の
も
の
と
言
え

な
い
か
。

ど
の
よ
う
な
夢
を
描
い
て
、
物

流
を
構
築
す
る
の
か
。
そ
の
た
め

に
は
、
ど
ん
な
人
材
に
来
て
も
ら

う
べ
き
か
。
い
ま
こ
そ
、
「物
流
と

は
何
か
」
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
が

必
要
か
も
し
れ
な
い
。

各
地
で
天
災
が
続
く
。
被
災
さ

れ
た
方
々
に
は
、
衷
心
か
ら
の
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

古
来
か
ら
日
本
で
は
、
物
流
は

一視
さ
れ
て
き
た
。
日
中
戦
争
下

「軸
重
輸
卒

（し
ち
ょ
う
ゆ
そ

）
が
兵
隊
な
ら
ば
、
チ
ョ
ウ
チ

ョ
ト
ン
ポ
も
烏
の
う
ち
」
と
い
う

言
葉
が
端
的
に
証
明
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も

一武
士
は
食
わ
ね
ど
高

楊
枝

（よ
う
じ
）
」
な
ど
、
我
慢

強
さ
や
無
欲
が
奨
励
さ
れ
、
欲
望

の
充
足
を
悪
と
す
る
文
化
の
中
で

は
、
武
器
弾
薬
な
ら
ま
だ
し
も
、

食
料
な
ど
を
輸
送
す
る
作
業
は
二

次
的
な
も
の
と
し
か
見
ら
れ
て
こ

な
か

っ
た
。

時
は
流
れ
現
代
。
人
手
不
足
で

輸
送
力
へ
の
不
安
が
顕
在
化
。
よ

う
や
く
、
物
流
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ

れ
と
と
も
に
増
え
て
き
た
の
が
、

他
産
業
か
ら
の
物
流
参
入
だ
。
ト

一フ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｔ

（情
報

技
術
）
企
業
な
ど
、
物
流
の
持
つ

可
能
性
に
目
を
付
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
領
域
に
参
入
し
て
く
る
。
大
手

物
流
ト
ッ
プ
は

「幹
線
な
ど
、
お

甕

聡ヽ
・安
全
鰊
基
準
睾尿
鰤
ヘ

「屋
外
型
」
で
ル
璃
ル
構
築

シ

ェ
ア
が
ほ
ぼ
半
々
。

一

方
、
屋
外
型
は

「建
築
基
準

法
に
則
し
て
い
れ
ば
設
営
は

自
由
だ
が
、
（店
舗
設
営
の
在

り
方
が
ほ
ぼ
平
準
化
さ
れ
て

い
る
）
屋
内
型
に
比
べ
、
管

理

・
運
営
す
る
各
社
に
よ

っ

て
施
設
内
環
境
や
防
犯
設
備

の
基
準
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ

て
お
り
、
必
ず
し
も
安
心

・

安
全
が
担
保
さ
れ
て
い
る
状

態
で
は
な
い
」（石
本
一言
【長
）

と
の
課
題
が
あ
る
。

業
界
、
行
政
に

も
働
き
掛
け
を

分
科
会
で
は
、
利
用
顧
客

に
よ
る
乗
用
車
の
出
入
り
時

の
安
全
確
保
、
盗
難
防
止
な

ど
施
設
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー

面
、
夜
間
照
明
の
設
置
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
、
Ｒ

Ｓ
Ａ
と
し
て
の
基
準
を
検

討
。
審
議
の
上
で
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
り
、
業
界
全
体
、
国

土
交
通
省
に
働
き
掛
け
て
い

く
考
え
。
「会
員
に
と
っ
て
は

既
存
施
設
の
改
善
、
施
設
新

設
時
の
予
算
設
定
な
ど
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（指
針
）
に
も
な

り
得
る
」
（石
本
委
員
長
）
。

ま
た
、
Ｒ
Ｓ
Ａ
が
優
良
施

設
の
証
明
と
し
て
付
与
す
る

「
Ｒ
Ｓ
推
奨
マ
ー
ク
」
に
つ

い
て
も
、
今
後
は
屋
内
型
と

屋
外
型
を
分
け
て
認
定
す
る

た
め
、
同
分
科
会
で
屋
外
型

版
の
推
奨
基
準
を
定
め
て
い

く
方
針
。――卜 (安定輸送に力を発揮)

地
震
や
台
風

で
大
災
害
が
締

の
初
動
に
船
が

も
増
え
て
い
）

車
、
荷
物
を
通

存
在
感
は
増
Ｌ

海
上
輸
送
の

高
波
、
地
震
、

れ
ば
、
海
は
稲

が
復
旧
す
れ
げ

取
り
掛
か
れ
ス

き
た
北
海
道
働

間
後
に
は
、
善 だ1ね
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